


第１章　物体と運動�
課題「物体はどのように運動する
か～デジタル記録タイマーを用い
て調べよう～」



計画（2時間、予備1時間）�
★実験課題をグループごとに行い、デジタルレポートを
完成させる。�
★10月29日（水）、30（木）、予備11月4日（火）4校
時�
❶仮説設定�
❷実験1�
❸実験2�
❹実験3�
❺結果の整理�
❻考察・結論�
❼追加実験※�
❽デジタルレポートの作成�
※必要に応じて、追加実験、グループ間共有等を入れ
る。



❶仮説設定・・・距離・時間・速さの視点で�
物体はどのように運動するか�
摩擦のない水平面では？�
斜面では？�
自然に落下させたときは？



❸❹❺実験共通�
•�器具　デジタル記録タイマー、パソコ
ン�
•�役割分担をすること。�
•�結果の共有は共有ノート上で行うこ
と。考察、結論は自分で完成させます。�
•�グラフについては、どの部分が目的の
運動と関係しているか見極めること。�

�
�



❸❹❺実験器具�
�
�
�
�
�
�

力学台車�
実験１、２で使用

実験２で使用

実験２で使用

実験３で使用

実験２で使用



❸❹❺実験注意�
•�実験は、指定された場所で他の
班とぶつからないようにして実
施する。�
•�パソコンは、落とさないように
注意�
•�台車は、重いので足に落とした
り、体にぶつけないよう注意



実験❶実験1 水平面での台車の運動
（p131参照）�
•�床で実施�
•�台車を押し出し、台車の運動を
記録�
•�グラフの写真を撮影する。�
•�押し出す力の大きさを変えて同
じことを行う。



❹実験2 斜面上での台車の運動（p137
参照）�
•�椅子を横にして板を立てかけ斜面
をつくる。�
•�台車に働く力の大きさをニュート
ンばかりで調べる。このとき、斜
面の位置を変えて加わる力の大き
さを調べる。�
•�斜面上で台車の運動を調べる。�
※役割分担に従って実施







❺実験3 おもりを落下させる。
（p139）�
•�おもりに紙テープを貼って、机
の上に椅子を置き、そこから落
としたおもりの記録をとる





❺結果の整理（共通）�
•�共有ノート上に、撮影したグラ
フの写真を置く。�
•�写真には実験番号をつける。�
•�目的とする運動と関連している
もののみ、整理する。�
•�点と点の間の距離を確認する。



❻考察�
実験1：打点の間隔から台車はどの
ような運動をしていると言える
か。時間と移動距離にはどのよう
な関係があるか。�
実験2：速さの変化と力の大きさに
はどのような関係があるか。�
実験3：落ち始めから落下まで、速
さがどのように変化するか。



ポイント�
距離、時間、速さ、規則性



仮説設定 3班

実験3  自然に落下させたときは徐々に早くなるのではないか。

実験2 斜面では徐々に早くなるのではないか。

実験1 摩擦のない水平面では速くなって遅くなるのではないか。



グラフ グラフ

わかったこと

　　1班

斜面中部

斜面下部

1回目椅子横力の大きさ

斜面上部
横 縦

2N

2N

2.2N 3.4N

3.3N

3.3N

3回目椅子縦

わかったこと

水平面とは違い、常に
加速している。�
�
114.84cm/s

1回目より速さ
がはやい。�
�
143.78cm/s

結果　実験2  斜面上での台車の運動



結果　実験3  物体の落下 　5班

１回目

上部�
�
�
 中部�
�
�
下部�

上部�
�
�
 中部�
�
�
下部�

わかったこと�
•�時間が、たつにつれ速度が速くなってた。�
•�物にかかってる力の大きさは変わってなかった。�
•�一定の割合で速さが増加している�
�
�

物体に加わる力の向き

運動の向き

２回目

わかったこと�
•�時間が、たつにつれ速度が速くなってた�
•�物体に、かかってる力の大きさは変わってなかった�
•�一定の割合で速さが増加していた�
�
�

１回目と２回目から�
�
�
0.1秒あたりの移動距離が重さを変えてもほぼ同じ
だった�
�
�
�



物体の運動　デジタルレポート

課題　物体はどのように運動するか •�目的　物体の運動の仕方を調べる

•�準備　記録タイマー、パソコン、記録テープ、セロハンテープ、板（坂）、いす、台車、おもり、バネばか
り、

•�全体の考察：水平面上での運動では速度は一定であったが、斜面上での運動と物体の落下ではどちらも
一定の割合で速度が増加した。斜面上での運動の考察では、斜面の上部、中部、下部でずっと一定に台
車にかかる力によって一定ずつ速度を増やしているとかんがえた。物体の落下では斜面による力はない
が、重力が落とすおもりの質量の分一定でずっとかかっているので、同じような役割をし、落下する速
度を一定ずつ増やしているのではないかと考えた。�

　物体が運動をするとき、一定の力が加わり続けると物体の速度が一定ずつ増加していくと考える。

•�結論�
水平面上での台車の運動で、台車はずっと同じ速さで進んでいく�
斜面上での台車の運動では台車は一定の割合で速度を増加させながら進む�
物体の落下で物体は一定の割合で速度を増加させながら進む

考察�
グラフが直線に近いことか
ら、変化の割合がほぼ一定
であると考えられる。物体
が落下するとき、その速度
は一定の割合で増加してい
く。�

結果�
グラフは直
線に近い形
で、0.1秒
間の移動距
離はほぼ同
じ値ずつ増
えていた。

方法　机の端に椅子を置き、おも
りに記録テープをつけてタイマー
にセットしたら空中で手を離す

実験3 物体の落下

•�方法　�
記録テープを台車に貼り付けタイマーにセ
ットして、床のうえでまっすぐ押し出す�
周りをよく確認し、キャッチする人も確認
してから始める�
•�結果�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実験1  水平面上での台車の運動

はじめ増加していっ
た後、キャッチされ
るまでほぼ同じ0.1
秒あたりの移動距離
で進み続けた。�
点が横並びのグラフ
になった。

　考察�
始めは静止しているところから人の手で押した
ので、速度が増加しているのだと思うけど、台車
が自分で走り出してからはずっとほぼ同じ速さ
で運動を続けていた。水平面上を台車が運動す
るとき、ずっと同じ速さで進んでいくと考える。

�
�

実験2  斜面上での台車の運動

方法→�
バネばかりに台車
を吊るし、斜面の
上部、中部、下部
でそれぞれ台車に
かかる力を測る。

結果

0.1秒間の移動距
離が⭐︎だと2ず
つ、◎だと大体3
ずつ増加してい
る。�
直線に近いグラフ
になった。

斜面の上部、中部、下部で台車に
加わる力はほとんど変わらなかっ
た。椅子を縦にして、斜面の角度
を大きくした方が台車に加わる力
が大きくなった。

考察�
結果でグラフが直線に近いことから、グラフの傾きがほぼ一定で、
速度が一定の割合で増加し続けていると考えられる。�
また、それは斜面のどこでも台車に加わる力が一定であり、台車が
一定の力を受けて走り続けるからだと考えた。�
そのため、斜面の傾きを大きくして台車に加わる力を大きくすれ
ば、その速度が増える割合も大きくなるのではないかとも考えた。�
斜面上での台車の運動では、速度が一定の割合で増加していく。�

↓方法　椅子に板を立てかけて斜面を作り、実験1同様に記録タイマーをセットして計測する



物体の運動　デジタルレポート

•�目的　記録タイマーを使って水平面上、斜面上、落下
するときの運動を調べるため

•�全体の考察：水平面上であれば一定のスピードで運
動をして、傾斜や自由落下では一定の割合で速度が増
加したり減少したりして運動が行われると考えられる

•�結論　水平面上では一定の速度で運動が行われる�
　　　　傾斜面上では一定の割合で速度が増加や減少をして運動が行
　　　　われる�
　　　　自由落下は一定の割合で速度が上昇して運動が行われる

•�準備　デジタル記録タイマー（pc）、記録テープ、バネばかり、台車、重り、板、セロハンテープ

結果
下り坂（傾斜低）　下り坂（傾斜高）　上り坂

考察�
①、②から下り坂では時間が経つにつれて速度が上が
り、その速さの増加する割合が一定であると考えられ
る。そして斜面の傾斜が高い方が速度の増えかたが大
きくなると考えられる。それは斜面に平行な力が大き
くなるからだと考えられる。�
また③より上り坂では進むにつれて速度が下がり、そ
の減少する割合が一定であると考えられる。これは斜
面と平行に加わる力と反対の向きで台車が運動してい
るからだと考えられる。�
①②の結果より、斜面に平行に加わる力はどこも一定
であると考えられる

実験2 斜面上での運動
方法�
�
1 椅子の上に板を置き、その上に台車を乗せて、斜面に平行な力の大きさをバネばかりで調べる�
�
2 台車の位置を変えて斜面方向から平行の大きさを調べる（上部、中部、下部）�
�
3 記録タイマーに記録テープを通し、台車にはる�
�
4 記録タイマーの「スタート」を押し台車の運動の様子を観察する。終わったら台車の運動の�
向きを変える

実験1 水平面上での運動
方法�
�
1 記録テープを記録タイマーに通し、先端を台車に貼り付ける�
�
2 記録タイマーの「スタート」を押して台車を押し出して運動
の様子を記録する�

考察�
２回目の結果からやその他の班の結
果から、水平面上の運動は、一定の
速さで行われていると考えっれる

結果
１回目　　　２回目　　３回目

課題　物体はどのように運動するか

実験3  物体の落下する運動
方法�
1 重りをバネばかりにかけて、落下する上部、中部、下部に働く力の大き
さを調べる�
�
2 重りに記録テープを貼り付け、記録タイマーに通す�
�
3記録タイマーの「スタート」を押して重りを落下させ、様子を観察する

結果 100g                      370g

考察�
①②より、時間が経つにつれて速度
が速くなっていると考えられる。
また①②のグラフより、落下の速
度に重さは関係ないと考えられる














